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Oracle Cloud Infrastructure

ベアメタル
フラット＆ノンブロッキングネットワーク / オーバーサブスクリプ
ションなし
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November 2020: 29 Regions Live, 6 Azure Interconnect Regions

Oracle Cloud Infrastructure Global 
Footprint
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Oracle Cloud Infrastructure の⽇本国内展開
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リージョン ⼤阪 ( Japan Central ) 東京 ( Japan East )

開業年 2020年2⽉ 2019年5⽉
SINETクラウド接続 2020年7⽉ 2019年10⽉
準拠法 ⽇本国の実体法と⼿続法を適⽤
裁判管轄 東京地⽅裁判所を第⼀審の専属的合意管轄裁判所とする
決済⽅式 現地通貨(⽇本円) および請求書ベースの⽀払い
単価 ワールドワイドで同⼀の単価 (⽉10TB超のインターネットアウトバウンドデータ量を除く)
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Oracle Cloud Infrastructure (第2世代IaaS)

Autonomous 
Transaction 
Processing

Autonomous 
Data 

Warehouse

Autonomous Database
(⾃律型データベースクラウド)

データ管理 アプリケーション開発

インテグレーション

アナリティクス コンテンツ管理

セキュリティ・IT管理

Sa
aS

ERP/EPM SCM HCM CX

ベアメタル
/仮想マシン ストレージ

コンテナ

ネットワーク セキュリティGPU/HPCC
RDMA

Oracle Cloud ポートフォリオ
エンタープライズ向けの統⼀化されたプラットフォーム

VMware



Copyright (C) 2021 Oracle Corporation7

Oracle Cloud Infrastructure アーキテクチャ全体像

リージョン
(東京、ロンドンなど）

AD1 AD2 AD3

物理ネットワーク
(フラット・ネットワーク)

仮想クラウド・ネットワーク

サービス
(コンピュート、ストレージなど全てのサービス）

• ベアメタルサーバと
フラットネットワー
クを基調としたアー
キテクチャで、オン
プレミス同等の機
能・性能を提供可能。

• Oracle Cloud の IaaS 
は各種最新技術を低
価格で提供。

• ストレージは常時
AES-256で暗号化。

Rack Rack Rack

FD1 FD2 FD3

AD ( 可用性ドメイン )
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ToR ToR ToR ToR ToR ToR ToR ToR
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 DC内をフラットなネットワークで接続
(すべてのアクセスで少ないホップ数のため、安定して低遅延)

 あらゆるサービスに低遅延・広帯域でアクセス
（コンピュートだけでは無く、ストレージやデータベースなども）

スケール

安定して⾼速・低遅延のネットワーク基盤
HPC向け低遅延ネットワーク

 HPCクラスタ向け、⾼速100Gbpネットワーク
 RoCEv2 (RDMA over Converged Ethernet) により

1.5マイクロ秒程度の低遅延を実現

TCP/IPネットワーク基盤

100Gbps /  RDMA 

......

25Gbps

最大20 ,000コアHPCクラスタ

100Gbps 1.5マイクロ秒程度の RDMA ネットワーク

25～50Gbps TCP/IPネットワーク



可用性ドメイン(Availability Domain)

[ご参考資料]
OCI 可⽤性ドメインとネットワーク構成

• HPC2クラスタやGPU4クラ
スタはそれぞれ最⼤576
ノード、最⼤64ノードの物
理構成から必要なノード
数を論理的に切り出して
ご利⽤頂けます。

• クラスタのノードは同じクラ
スタネットワーク配下の
ノードが⾃動的に選択さ
れます。
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TCP/IPフラットネットワーク (インスタンスあたり25Gbps～50Gbps x 2)

クラスタ RDMA  
ネットワーク
100Gbps 低遅延

HPC2 
Compute
576ノード

…..

…..

n セットのクラスタ

クラスタ RDMA  
ネットワーク
200Gbps 低遅延

GPU4 
Compute
64ノード

…..

…..

…..

標準インスタンスや
ストレージサービス
など

n セットのクラスタ
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オラクルクラウドが提供するセキュリティの特⻑
セキュリティ機能概要⼀覧

標準機能（無償）

オプション機能（有償）

凡
例

※ DBCS Enterprise Edition以上で利用可能

強力、完全なテナント分離
（Isolated Network Virtualization 

/ Bare Metal）
テナント間で影響を与えない完全なネット
ワーク分離。セキュリティ的にもパフォー
マンス的にも独立した領域を担保。物理的
に独立した専用環境（BM）も用意。

強制的な暗号化
（Encryption by default / TDE）

OCIに存在するすべてのデータ・サービ
スはOracleがフルマネージドで暗号化。

ネットワーク通信もすべて暗号化し、
ユーザー側で解除することはできない。

階層型権限管理
（Compartment）

リソースと権限の管理を階層型で管理。
ベストプラクティスに従った設定が容易
で、うっかりミス（意図しない権限付
与）や越権行為が困難なデザイン。

データベースのセキュリティ設定をス
キャン、自動レポート＆対処。機密デー
タの自動検出と隠蔽を実施。DB上のアク
ティビティの自動モニタリング。

DBセキュリティ対策の自動化
（Data Safe）

クラウドでの情報流出事故の原因となる
設定ミスやうっかり変更をテナントを横
断して常時監視し、発見、対処。

リスクのある設定を
自動検知

（Cloud Guard）
高セキュリティなコンパートメントを設
定し、その内部ではセキュリティポリ
シーに従った設定を強制。

ポリシーの自動適用
（Maximum Security Zones）

データベース管理者を含む特権IDに対す

るデータアクセス、操作権限を制限。ア
プリに依存せずDB側で厳密にアクセスを
強制制御。

特権ユーザーのアクセス制
御

（Database Vault ※）

機械学習によりOS層、アプリ層を含む稼

働情報やログを収集・分析。ビジュアル
画面で障害予兆検知や素早い障害解析が
可能。

自動化されたログ分析
（Oracle Management Cloud 

/ Observability & Management）
最新のセキュリティ要件に応じたクラウ
ドID管理システムを構築済みSSOサービ
スとして提供。多要素認証やIPアドレス、
グループなどに応じた接続制御が可能。

多要素認証とリスクベース
認証

（Identity Cloud Service）
HTTP経由の攻撃をブロックする高度な
WAFを提供。ツールによる大量攻撃に対
抗する高度なBot対策も利用可能。

ボット対策とWAF
（Web Application Firewall）

メンテナンス上大きな工数となるパッチ
適用を自動化。サイバー攻撃の多数を占
める既知の脆弱性をついた攻撃に対処。

脆弱性を自動修復
（Autonomous DB）



セキュアで⾼パフォーマンスを実現するコア・アーキテクチャ
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サーバー仮想化

ネットワーク仮想化

Hypervisor

VM VM VM

VM VM VM

ホストOS / カーネル

Hypervisor

VM VM VM

VM VM VM

ホストOS / カーネル

ネットワーク仮想化 ネットワーク仮想化

通常のクラウド Oracle Cloud Infrastructure 

ネットワーク仮想化を
サーバーの外にある、
別のHWで実施

• 通常は同じサーバーでサーバー仮想化もネットワーク仮想化も実行

• Oracle Cloud Infrastructureでは、ネットワーク仮想化を別のHWで実行。そのため非常に高い独立性
実現でき、ベアメタル・サーバーもVMと同様の操作を実現

物理サーバー 物理サーバー

物理サーバー
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Compartment機能による課⾦・ポリシー管理
1つのパブリッククラウドテナントを6階層のCompartmentに分割した課⾦、ポリシー(権限)の管理機能を提供
課⾦はテナント全体と別にコンパートメント毎にも集計され、ポリシーは下位コンパートメントに継承される

テナント (ルートコンパートメント)

子コンパートメントA 子コンパートメントC子コンパートメントB

孫コンパート
メントD

孫コンパート
メントE

孫コンパート
メントF

Policies

Policies
Bare Metal
Compute

Virtual 
Machine

Object 
Storage

最
⼤

6階
層

Virtual 
Machine

Object 
Storage

Virtual 
Machine

Policies
Virtual 

Machine

Object 
Storage
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他社に⽐べ、圧倒的なコストパフォーマンスを実現

Oracle Cloudの強み Oracle Cloud 某クラウドベンダ
同等サービス(公開情報)

Compute  ベアメタルを基調とし
たサービス

 Elastic な遅延1.5μsの
RDMA環境も提供

¥80.82/時
Compute

(VM.Standard2.8; 8コア, 
120GiB, Windows)

¥180.48/時

GPU  V100 NVLINK 8GPU
 NVIDIA GPU Cloudや

NVIDIA GRIDも利用可能

¥354/時
Compute ‐ GPU

(VM.GPU3.1: NVIDIA Tesla 
V100/16GB x 1GPU)

¥461.34/時

Storage  1PB年間374万円の
Archive Storageも提供

¥5,222/月
Block Volume
(1TB, 20K IOPS)

¥171,000/月

Network  AD間無償
 10TB/月まで無償

 専用線接続時はデータ
転送無償

¥18,972/月
FastConnect

(1Gbps, 100TB)
*専用線接続

¥614,645/月

¥ 55%
低価格

¥ 97%
低価格

¥ 97%
低価格

¥ 23%
低価格



• 東京リージョン、⼤阪リージョンとも接続回線敷設済み
• BGP対応ルータおよびIEEE802.1q(tagVLAN)の設定が必要
• 有償の仮想回線サービスであるFastConnect(1Gbps ¥25.5ポート/時〜)が必要。

• SINET DCとOCIリージョン間の回線はOracleが敷設しご利⽤機関様ご負担は¥0-
• FastConnect/SINET経由のPrivate Peering は上り/下りとも転送データ量課⾦無制限に¥0-

• [必要なお⼿続き]
• ご利⽤開始2週間前までに、NII様へSINETクラウド接続サービスご利⽤申請
• ご利⽤開始1週間前までに、オラクルへ仮想回線サービス FastConnectのOCIDをご連絡

Oracle Cloud Infrastructure の SINET接続
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⽇本国内リージョン料⾦⽐較
データ転送料⾦/専⽤ネットワーク接続

OCI A社 B社 C社
10TB 1GB 5GB 0B

120TB/⽉ \1,346,400 \14,025,986 \10,751,194 \13,002,713
200TB/⽉ \2,325,600 \23,053,096 \19,890,394 \21,400,025

無制限 1GB 0B 0B
120TB/⽉ \0 \6,455,434 \8,064,000 \6,612,883
200TB/⽉ \0 \10,759,056 \13,440,000 \11,021,472
1Gbps \223,380 \305,340 \585,984 \266,082
10Gbps \1,340,280 \2,051,647 \4,569,600 \2,260,451

専⽤NW接続10Gbps、⽉120TBダウンロード年額 \1,340,280 \8,507,081 \12,633,600 \8,873,335
専⽤NW接続10Gbps、⽉200TBダウンロード年額 \1,340,280 \12,810,703 \18,009,600 \13,281,923

Iternet経由Outbound通信 (年額)

専⽤ネットワーク接続Outbound通信
(年額)

＜⽇本国内リージョンの通信費⽤>

専⽤ネットワーク接続 (年額)

Internet経由Outbound通信無料データ量

専⽤ネットワーク接続Outbound通信無料データ量



• 学認クラウド導⼊⽀援サービス 登録
• Oracle Cloud Infrastructure ‐ Compute (登録⼿続き中)
• Oracle Cloud Infrastructure – Storage (登録⼿続き中)
• Oracle Content and Experience Cloud
• Oracle Cloud Infrastructure ‐ Database Cloud Service

• 学認クラウドオンデマンド構築サービス 利⽤可能プロバイダ

• GakuNin RDM (研究データ管理基盤)
• 機関ストレージ接続可能プロバイダ
• 拡張ストレージ近々接続可能の予定

国⽴情報学研究所 学認クラウド関連対応
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Compute Cloud Service for HPC & AI

フラット＆ノンブロッキングネットワーク / オーバーサブスクリプ
ションなし
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Oracle Cloud Infrastructureの強み

 安定して、⾼速なネットワーク基盤
 HPC⽤途では必須のベアメタルコンピュート
 ⾼性能で堅牢なストレージ
 低コスト
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HPC⽤途での想定潜在課題と
Oracle Cloud Infrastructure

オンプレミス導入 他社クラウドサービス Oracle Cloud Infrastructure

大規模計算資源の運用を多くの小さ
なジョブが圧迫する。

ワークロードのピークに合せたサイ
ズで導入が必須で、シーズナリティ
や繁忙期の短期プロジェクトに対応
出来ない。

高速ファイルサーバの容量半分を半
年以上アクセスの無いファイルが占
める。

5年間程度の運用期間後半のハード
ウェア陳腐化。
製品サイクルに追従することが困難。

計算処理能力要求に対して電力供
給や設置スペースが追いつかない。

オーバーサプスクリプションのある
仮想サーバとネットワークのため、
ストレージやネットワークのI/Oに
オーバヘッドと不安定さがし、CPU稼
働率が上がらない。

アウトバウンド通信パケットに課金さ
れるため大量のデータを扱うHPC分
野では通信費用が高額となる。

最新ハードウェアを用いたベアメタル
サーバを時間単位で提供。

仮想サーバもオーバサブスクリプショ
ン無し。

物理ネットワークはオーバーサブス
クリプションの無いフラットネットワー
クでバンド幅とレーテンシを確保。
Elasticな100Gbps/<2μsのRDMAネッ
トワークもHPCインスタンスで提供。

利用サービス切換自由、契約変更無
しにテクノロジリフレッシュ可能。

Outbound Traffic 毎月10TBまで無料。

閉域接続では通信パケット無制限に
無料。

日本国内データセンタのサービスが
高く設定される

低価格 IaaSをWW同一価格で提供。
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Oracle Cloud Infrastructureを⽤いたHybrid / Separate HPC システム
- HPC Function Virtualization - (全体イメージ)

オンプレミス計算リソース

ログイン/
バッチジョブ

サーバ

ファイルサーバ

超安価
アーカイブ
ストレージ

Compute GPU

一定期間アクセスの
無いファイル

• ジョブスケジューラと連
携して必要なクラウドリ
ソースを起動/停止

• 適宜最新HWに更新

• 一定期間アクセス
の無いファイルを
アーカイブストレ
ージに移動

• ユーザはリ
ソースの場
所を意識し
ない

• オンプレミスフ
ァイルサーバの
利用が少ない時
間帯にデータを
コピー

ジョブスケジューラが
自動的にジョブ分配/
データステージング

オンプレミス パブリッククラウド

ファイルサーバ or
並列ファイルシステム

広帯域低遅延RDMA網

プリポスト、フロントエンド、
アプリ開発等の専有利用
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最新のハードウェアを低価格で提供
AMD EPYC Milan
汎⽤ワークロード

• AMD EPYC Milan 搭載
(2.55GHz - 3.5GHz)

• ベアメタル
• 128コア 2TiBメモリ

• 仮想マシン
• Flexible VMs 
• 1コア、1GB単位で組合せ

• ネットワーク 50Gbps x 2

CPU \3.00 /コア時間
メモリ \0.18 /GB時間

Intel Ice lake
HPCクラスタ

36 コア
\324 / 時間

• Intel Xeon Ice lake 搭載
(3.0GHz - 3.6GHz)

36コア
• ベアメタル
• メモリ 512GiB 
• NVMe SSD 3.2 TB搭載
• 低遅延RDMA

100Gbps、1.5マイクロ秒

NVIDIA A100
⾼性能 GPU

A100 
\366 / GPU時間

• 最新のNVIDIA GPUを搭載
• 40GBメモリ/GPU
• 8GPU - NVLINK
• ホスト
• EPYC Rome 最⼤64コア
• 最⼤2TiBメモリ
• NVMe SSD 24TB搭載
• ホスト間低遅延RDMA

• 1.6Tbps

NewNew

Arm Ampere Altra
コストパフォーマンス最⾼

• Ampere Altra 搭載
Neoverse N1、3.0GHz

• ベアメタル
• 160コア 1TiBメモリ

• 仮想マシン
• Flexible VMs 
• 1コア、1GB単位で組合せ

• ネットワーク 50Gbps x 2

CPU \1.20 /コア時間
メモリ \0.18 /GB時間

New
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Bare Metal HPC 構成概要
Availability Domain

HPC Compute 
Pod #1

HPC Compute 
Pod #2

General Compute 
Pod #1

1 4…

…

1 4…

…

1 4…
…

1 2 15 n…… …

…

RDMA SW RDMA SW

…HPC HPC

RDMA 
SW

RDMA 
SW…

…

…

HPC HPC

HPCインスタンス (BM.Optimized3.36) 1ノード

CPU Ice lake 3.0‐3.6GHz (Turbo Boost) 18core x 2CPU
理論ピーク3.456TFLOPS/ノード

Memory 512GB (DDR4‐3200 x 8チャネル/ソケット)

Storage 3.2TB NVMe SSD + Block Storage (up to 1TB)

Network 100Gbps RDMA ( RoCEv2、Mellanox ConnectX‐5 ) x 1 
25Gbps TCP/IP x 1

Cluster Network 想定標準最大構成

Latency 1.5μs程度

Max nodes 576

Max total cores 20,736

Max total memory 288TB

Max total NVMe storage 1,843PB

最大総理論ピーク性能 1.99 PFLOPS
Cluster Network

OCI HPC CLIによるHPCクラスタ作成/削除
クラスタ作成: $ ocihpc deploy --stack ＜Cluster Name> --node-count <Node数> --region ap-tokyo-1 --compartment-id <compartment-id>
クラスタ削除: $ ocihpc delete --stack ＜Cluster Name> 



https://docs.exabyte.io/benchmarks/2018‐11‐12‐comparison/

• 並列計算のストロングス
ケーリング(データサイズ総
量固定でスケールアウト
による性能向上率)で重
要な0バイト通信時の通
信遅延はOCIが圧倒的
に短時間

RDMA ネットワーク 通信遅延⽐較 (������� 	��
����
 �����
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インスタンス価格⽐較 ‒ ⽇本国内リージョン

$0.136 (円定価設定無し)
/コア/時間

EC2
c5n.metal

Skylake 72 vCPU
192GiB Memory

100Gbps Elastic Fabric Adapter (15μs)

$0.104 (\11.69)
/コア/時間

Azure VM
HC44rs

Skylake 44コア仮想マシン
352GiB Memory

100Gbps Infiniband 

• as of Apr. 2021

Amazon Microsoft

$0.075 (\9)
/コア/時間

Compute
BM.Optimized3.36
Ice lake 36物理コア

512GB Memory
100Gbps RoCEv2 (1.6μs)

Oracle

$4.194 (円定価設定無し)
/GPU/時

EC2
p3.16xlarge:

8GPU, 64vCPU, 488GB

$4.194 (\469.728)
/GPU/時

Azure VM
NC24s v3:

4GPU, 24コア, 448GB$2.95 (\354)
/GPU/時

Compute
BM.GPU3.8:

8GPU, 52コア, 768GB

Cluster
w/RDMA

GPU/V100

BM.GPU4.8 (A100) :
8GPU, 64コア, 2TB, 1.6Tbps RDMA

$3.05 (¥366) /GPU/ 時

p4d.24xlarge(A100) :
8GPU, 96コア, 1152TB, 400Gbps

$4.09625 /GPU/ 時
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100Gbps/RDMA + ベアメタルHPCのスケーラビリティ
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VM, TCP

VM, RDMA

BM, TCP

BM, RDMA

ベアメタルと低遅延のRDMAの組合わせでのみ、
高いスケーラビリティを発揮

VM: 仮想マシン
BM: ベアメタル(物理)マシン
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PCクラスタコンソーシアムによる、
流体解析 (OpenFOAM) ベンチマーク

OpenFOAMによる流体解析ベンチマークテスト
https://www.pccluster.org/ja/event/2018/12/pcccSymp18_imano.pdf

1ノード性能･価格 Speed ノード時 \/Speed
OCI BM.HPC2.36 1584.9 \324.00 0.2044
AWS c4.8xlarge 631.0 \221.76 0.3515

Azure H16r 794.3 \475.78 0.5990

0.2044
0.3515

0.5990

0.0000
0.2000
0.4000
0.6000
0.8000

OCI BM.HPC2.36 AWS c4.8xlarge Azure H16r

¥/SPEED

1584.9

631.0 794.3

0.0

1000.0

2000.0

OCI BM.HPC2.36 AWS c4.8xlarge Azure H16r

SPEED
H16r

Better
Better
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OCI ストレージ・サービスのラインナップ
⽤途に応じたストレージを選択可能

ローカル 
NVMe

ブロック
ボリューム

コンピュートにローカル接続された
超高速ストレージ

コンピュートにリモート・アタッチ
される耐久性の高い永続高速スト
レージ
(標準で 60 IOPS/GB)

ファイル
ストレージ

オブジェクト
ストレージ

高性能

大容量

拡張性・可用性に優れたネットワー
ク・ファイル・システム(NFS)

大容量データの保存に適した高耐
久・低価格ストレージ

種類 概要

Analytics、 HPC、レプリケーションな
ど

データベース、エンタープライズア
プリケーション、ビッグデータなど

Webアプリケーション、Dockerコンテ
ナ、並列分散処理など

バックアップ、アーカイブ、コンテ
ンツ管理、ストリーミングなど

用途

Storage



Standard Tier

標準オブジェクト・ストレージ
容量価格︓¥3.06/GB⽉
リクエスト価格: ¥0.408/10k Req
⽉
• Always Free 10GB, 50k 

Requests

Infrequent Tier

頻度の低いアクセス層
容量価格︓ ¥1.2/GB⽉
読み出し価格︓ ¥1.2/GB⽉

• リストア不要で即座にアクセス
• 最低保持期間31⽇
• Always Free 10GB 

(容量・取り出しとも)

Archive Tier

超低価格アーカイブ層
• WORM対応可能
価格︓ ¥0.312/GB⽉

• 1PB年= ¥3,744,000-
• 要リストア操作: 最⼤1時間
• 最低保持期間90⽇
• Always Free 10GB

Object Storage Cloud Service: 
ニーズに合わせた3つの階層を⽤意、いずれも常に暗号化(AES-256) 有効
アクセス⽅法: CLI、Webコンソール、Java SDK、REST API ( OCI API および Amazon S3互換API ) 、HDFSコネクタ、Storage Gateway (NFS)
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Standard
Tier

Archive
Tier

Object 
Storage

Infrequent
Tier

New

オブジェクト・ライフサイクル管理機能（下位へ移動・削除）: 無償提供



Oracle Archive Storage Cloud 
Service

• 1PB x 1年
¥3,744,000-

• 複数データミラー
• NFS ゲートウェイ ソフトウェア

(Oracle Storage Gateway) 
無償提供

オンプレミス
1PBファイルサーバ

• 製品価格: ¥20,000,000-
• 製品保守: ¥2,000,000/年
• 設置/設定: ¥1,000,000-
• 運⽤費: ¥4,000,000/年
• ⼈件費: ¥3,000,000/年
• 電⼒: ¥400,000/年
• スペース: ¥600,000/年

• 5年合計︓ ¥51,000,000-
• 年平均︓ ¥10,200,000-

Amazon Web Service 
S3 Glacier

• 1PB x 1年間
¥6,560,400-

• https://aws.amazon.com/jp/
glacier/pricing/

Oracle Archive Storage Cloud Service
他のソリューションとの⽐較
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⾃前構築、Quickstartインストーラ、Managedサービス
Oracle Cloud Infrastructure 上のKubernetes

簡易インストーラ
OSS Github InstallerOCI OCI Container Engine

OCI Registry

自前のコンテナ構築
Unmanaged 

Kubernetes サービス
エンタープライズ・クラスの
Managed Kubernetesサービス

‐ Integrate with your existing OCI 
tenancy & infrastructure

無償提供



Parallel File System
• Lustre (Market Place)
• Gfarm
• BeeGFS (Market Place)
• Gluster (Market Place)
• GPFS
• Weka.IO (Market Place (Coming Soon)) 
• Solaris ZFS

Storage Tiering 
• iRODS

Backup 
• Commvault

Job Scheduler
• Altair PBS Professional (Market Place)
• Univa Grid Engine
• Son of Grid Engine
• Slurm 

Object/Archive Storage NFS 
Gateway

• オラクルから無償提供

連携可能なHPC関連ソリューションの例
(動作確認、ベンダサポート有りなど)
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• HPCコマンド (ocihpcコマンド)
• HPC GUIテンプレート

• 流体計算用クラスタ・テンプレート

• 高性能ファイル・システム・テンプレート

• AI/機械学習用イメージ

• ゲノム解析用イメージ

• GPU 仮想ワークステーション・イメージ

HPCソリューション

32

CAE、グラフィックス・ワークステーション、高性能スト
レージ、AI、
ゲノム解析など、様々なHPCソリューションを提供
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OCI’s ISV & Partner Application 
Eco-System & Support

33



Storage Gateway (NFS Gateway)
その他 Object Storage Cloud Service
ユースケース
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既存クライアント/アプリケーションからクラウド・ストレージへのNFSアクセスを提供

Oracle Cloud Infrastructure - Storage Gateway 
(NFS/CIFS gateway)を無償で提供

Object
Storage 

Archive
Storage

NFS 
or 

SMB
オンプレミス
クライアント

REST API
on HTTPS

Oracle Cloud 
Infrastructure 

Storage Gateway 
(オンプレミスにも配置可) ArchiveデータへのアクセスはNFSクライアントに I/O エラーを返す。

NFSクライアントから
# cat <ファイル名>:::restore でリストア開始し job id を返す。
# cat <job id>:::status でリストア状況を返す。



オンプレミス

gfmd gfsdグループ1 gfsdグループ2

gfsdのストレージとしてクラウドストレージを利⽤
Gfarmコマンドでクラウドストレージの読み書き可能

Oracle Storage Cloud Service with 分散共有ファイルシステム
(e.g. Gfarm )
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Cloud 
Storage 
Service
(Object 

Storage)

REST API 
on HTTPS



• データはすぐに発見が可能
• 移動するデータオブジェクトを識別するようにポリシーを構成

• 違反オブジェクトは、カタログへのクエリによって識別
• 作成日時、所有者、コレクション、またはユーザー定義のメタデータを考慮
• データの移動は、iRODSによって自動的に処理
• ユーザーによる再呼び出し要求のために、データはiRODSによって適正に管理

Oracle Archive ServiceのためのStorageの階層化
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Commvault® のソフトウェアを⽤いることで、「複数の製品を
組み合わせる」ことなく、組織内のすべてのデータをひとつの製品
(= 単⼀プラットフォーム) で、保護、アクセス、活⽤することを可
能にします － どこにいても、いつでも。そして、保護したデータを
パワフルな情報資産に変え、ビジネスに活⽤することができます。

• バックアップと重複排除テクノロジー
• アーカイブによるバックアップ時間の短縮
• ⼤規模環境のデータ保護にスナップショット
• 仮想マシンの包括的データ保護
• クラウドベース ソリューション (Oracle Archive Storage Service対応)
• エンドポイント データ保護

Commvault Systems 社 Commvaultとの連携
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データ転送サービス - Data Transfer Service
⼤容量のデータを⾼速かつセキュアに Oracle Cloud へ転送

お客様購⼊ディスクにデータをロードし、データ転送サイト
に送付
• 対応デバイス︓USB 2.0/3.0 external HDDs, SATA II/III 

2.5“/3.5” internal HDDs、 1回最⼤100TB

転送前にデータ暗号化（AES-256）
バケットにアップロードされたデータは削除されてから
（NIST 800-88）お客様に返送
サービス費⽤無償

• 別途デバイス費⽤と往復輸送費、移⾏先オブジェクト・ストレージ費
⽤が必要

オラクルから貸し出すデータ転送アプライアンスにデータを
ロードし、データ転送サイトに送付
• 最⼤150TB

転送前にデータ暗号化（AES-256）
バケットにアップロードされたデータは削除される（NIST 
800-88）
サービス費⽤無償

• 移⾏先オブジェクト・ストレージ費⽤が必要

Storage

Data Transfer

Data Transfer Disk Data Transfer Appliance

Object Storage



導⼊事例
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• パブリック・クラウドと連携した「富岳」の柔軟な利活
⽤の⽀援を⽬的に、学術情報ネットワークSINET を
介した、「富岳」 とOracle Cloud
Infrastructureとの接続

• 膨⼤な研究データの転送コストを気にすることなく、
「富岳」のネットワークから、Oracle Cloud 
Infrastructureの⾼い性能のコンピュートやスト
レージ・リソースなどを予測可能なコストで利⽤可能

• 安全かつ低コストでの接続により、セキュリティ、パ
フォーマンス、伸縮性に優れたコンピュートやストレージ
のリソースを「富岳」のネットワークから低コストで利⽤
可能に

Oracle Cloudで「富岳」の⾼度な計算資源の有
効活⽤と研究成果創出を促進



研究背景

 CMC のスーパーコンピュータOCTOPUS は、利⽤者からのスカラ
型スーパーコンピュータに対する様々な計算ニーズ・需要を収容可
能であり、⾮常に⾼い利⽤率で利⽤される状況になっています。し
かし、その⼀⽅で、利⽤者の計算要求から計算完了までの待ち時間
が定常的に⻑時間になるという問題が深刻になりつつあり、利⽤者
からの問い合わせ・相談の声も⼤きくなっていた。

Why Oracle Cloud

⼤阪⼤学、⽇本電気共同、⽇本オラクル共同研究事例
〜 新型コロナウィルス感染症などに向けクラウドバースティング

を通じたベアメタル計算資源の提供〜
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【 研究成果のポイント】
⼤型計算機におけるクラウドバースティングが実現可能であることが実証
されると利⽤者が計算結果を得られるまでの時間の削減ができるだけでな
く、COVID-19 対策のような急な計算需要拡⼤への対応含め、計算機リ
ソースの問題で解決できなかった事象を解析できるようになる。
これにより、⼤型計算機を⽤いた研究分野において、学術的・教育的に⼤
きな成果が出ることが期待されます。
また、低コストでのスケールアウトを⽰すことにより、学術機関と企業と
の連携による産業利⽤・産学連携の加速、企業・社会課題の解決が加
速されることが期待されます。

ソリューション

 ベアメタルマシンも仮想マシンと同様にオンデマンドに必要な時に起
動し、不要な場合は停⽌するHPC 環境を構築することが可能

 最新のCPU、GPU、⾼性能なノード間通信等のHPC 関連技術がリ
リースされた際には迅速に提供さる。

 ⼀般的にHPC⽤途では多くの分野でデータが⼤きくなる傾向がある
が専⽤ネットワーク接続サービスを利⽤することで、転送データ量が
無制限に無料

 OCI のベアメタル計算資源であれば、オンプレミスのOCTOPUS 計
算ノードと同様にユーザの計算要求を実⾏出来ることが確認された

 多くの計算ノードを利⽤する並列計算においてクラウド計算資源を利
⽤した場合でも⾼いスケーラビリティが得られる

 Oracle Cloud Infrastructure bare metal



より迅速な新⾞の市場投⼊に向け、流体⼒学、構造⼒学シミュレーション、および3D可視化環境をOracle 
Cloud Infrastructureに移⾏(出典︓https://www.oracle.com/jp/corporate/pressrelease/jp20200812.html)

⽇産、Oracle Cloud Infrastructureの⾼性能コンピューティングを導⼊
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⽇産は、デジタル製品設計プロセスにより、⾃動⾞の燃費、信頼
性および安全性向上のための迅速かつ重要な設計決定を⾏って
います。⽇産は、パフォーマンスとレイテンシの影響を受けやすいエン
ジニアリング・シミュレーションのワークロードを「Oracle Cloud 
Infrastructure」に移⾏することで、新⾞の設計、テストのスピー
ド向上を図ります。

“⽇産⾃動⾞は、安全性やCFDシミュレーションなどの⼤規模なワークロー
ドに、クラウドベースの⾼性能コンピューティングをいち早く導⼊している企業
です。定常的なコスト削減への要求に応じながら増⼤するシミュレーション
需要の課題に対応するため、⽇産のマルチクラウド戦略の⼀環として
Oracle HPCを選択しました。 Oracle HPCは⽇産に⼤きな投資効果を
もたらすものと確信しています。”

⽇産⾃動⾞株式会社 デジタルモノづくり本部 エンジニアリングシステム部
ゼネラル・マネージャ スー・ビン ⽒
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Oracle cloud infrastructureがもたらすお客様価値
オンライン会議の安定稼働と、利⽤者の快適なテレワークを⽀える
Zoom様

引用：https://Zoom.us/jp‐jp

成果
• ⼤幅なコスト削減

• データ転送費⽤ ：92%削減
• ストレージの性能保証費⽤ ：98%削減
• サーバー費⽤ ：50%削減

• 即時利⽤環境の準備
• 本番稼働まで9時間で完了
• 5週間で数百万⼈の同時使⽤

• 安定したデータ処理
• 毎⽇7ペタ以上の処理

• ⾼可⽤性、障害時の即時対応⼿段の確⽴



単価表
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Shape CPU
ocpu
(物理
コア数)

CPU
clock
(GHz)

メモリ
(GiB) Storage ネットワーク

バンド幅
ノード

時間単価

BM.Optimized3.36
*東京-⼤阪リージョン 近⽇リリース

Intel Xeon 
Gold 6354 

x2
36 3.0-3.6

(TurboBoost) 512 3.2TB NVMe SSD
+ Block Volume

RDMA
(RoCEv2)

100Gbps
Latency : 1.5μs ¥324.0

TCP/IP 50Gbps

BM.HPC2.36
Intel Xeon 
Gold 6154 

x2
36 3.0-3.7

(TurboBoost) 384 6.4TB NVMe SSD
+ Block Volume

RDMA
(RoCEv2)

100Gbps
Latency : 1.5μs ¥324.0

TCP/IP 25Gbps
BM.Standard2.52 Intel Xeon 

Platinum
8167M x2

52 2.0-2.4
(TurboBoost) 768

Block Volume
25Gbps x2

¥397.8

BM.DenseIO2.52 51TB NVMe SSD
(6.4TB x 8) + BV ¥795.6

BM.Standard.E4.128 AMD EPYC 
7J13 x 2 128 2.55-3.5

(TurboBoost) 2048 Block Volume 50Gbps x 2 ¥752.64

BM.Standard.E3.128 AMD EPYC 
7742 x 2 128 2.25-3.4

(TurboBoost) 2048 Block Volume 50Gbps x 2 ¥752.64

BM.Standard.A1.160
*東京-⼤阪リージョン 近⽇リリース

Ampere 
Altra Q80-

30 x 2
160 2.0-3.0

(TurboBoost) 1024 Block Volume 50Gbps x 2 ¥376.32

Oracle Cloud Infrastructure 
Bare Metal Computeインスタンス 価格表
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GPU Instance shape : NVIDIA GPU Cloud 対応
インスタンス 価格表

タイプ Shape GPU GPU 
Interconnect

ホスト
CPU

CPU
コア

ホスト
メモリ
(GiB) 

Storage Network 時間単価

仮想
マシン
*2021年10月
リリース予定

VM.GPU4.1 A100/40GB x 1 ‐
Rome
(AMD 
EPYC 
7542)
2.9‐

3.4GHz

7 224
Block 
Volume
Up to 1PB

6.25Gbps ¥366

VM.GPU4.2 A100/40GB x 2 NVLINK 15 480 12.5Gbps ¥732

VM.GPU4.4 A100/40GB x 4 NVLINK 30 960 25Gbps ¥1,464

Bare 
Metal BM.GPU4.8 A100/40GB x 8 NVLINK 64 2048

NVMe SSD 
24TB 

(4 Devices)
+ BV

TCP/IP:
50Gbps x 1
RDMA：

200Gbps x 8

¥2,928

仮想
マシン

VM.GPU3.1 V100/16GB x 1 ‐ Skylake
(Intel 
Xeon 

Platinum 
8167M)
2.0‐

2.4GHz

6 90

Block 
Volume
Up to 1PB

4Gbps ¥354

VM.GPU3.2 V100/16GB x 2 NVLINK 12 180 8Gbps ¥708

VM.GPU3.4 V100/16GB x 4 NVLINK 24 360 25Gbps ¥1,416

Bare 
Metal BM.GPU3.8 V100/16GB x 8 NVLINK 52 768 25Gbps x 2 ¥2,832

A100 1GPUあたり¥366/時、V100 1GPUあたり ¥354/時
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CPU クロック
(GHz) Shape ocpu

(物理コア数)
メモリ
(GiB) Storage ネットワーク

バンド幅
時間単価

Intel Xeon
6354 (Ice lake) 3.0 VM.Optimized3.Flex

*東京-⼤阪リージョン 近⽇リリース 1‐18 1‐256 Block 
Volume

4Gbps/ocpu
MAX40Gbps

¥6.48/ocpu
¥0.18/GB

AMD EPYC 
7J13 (Milan)

2.55‐3.5 VM.Standard.E4.Flex 1‐64 1‐1024 Block 
Volume

1Gbps/ocpu
MAX 40Gbps

¥3/ocpu
¥0.18/GB

AMD EPYC 
7742 (Rome)

2.25 VM.Standard.E3.Flex 1‐64 1‐1024 Block 
Volume

1Gbps/ocpu
MAX 40Gbps

¥3/ocpu
¥0.18/GB

Ampere Altra 
Q80‐30 (arm) 3.0 VM.Standard.A1.Flex

*東京-⼤阪リージョン 近⽇リリース 1‐80 1‐512 Block 
Volume

1Gbps/ocpu
MAX 40Gbps

¥1.2/ocpu
¥0.18/GB
(4コア、24GB
まで無料)

Oracle Cloud Infrastructure
Flexible VM 仮想マシン インスタンス 価格表
Flexible VM: CPU 1コア単位、メモリ 1CPUコアあたり1GB〜64GBまたはシェイプ上限の範囲で1GB単位 で増減可能
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CPU クロック
(GHz) Shape OCPU

(物理コア数)
メモリ(GiB) Storage ネットワーク

バンド幅
時間単価

Intel Xeon 
Platinum
8167M 
(Skylake)

2.0

VM.Standard2.1 1 15

Block Volume

1Gbps ¥7.65

VM.Standard2.2 2 30 2Gbps ¥15.3

VM.Standard2.4 4 60 4.1Gbps ¥30.6

VM.Standard2.8 8 120 8.2Gbps ¥61.2

VM.Standard2.16 16 240 16.4Gbps ¥122.4

VM.Standard2.24 24 320 24.6Gbps ¥183.6

VM.DenseIO2.8 8 120 NVMe SSD 6.4TB + 
BV 8.2Gbps ¥122.4

VM.DenseIO2.16 16 240 NVMe SSD 12.8TB
(6.4TB x 2) + BV 16.4Gbps ¥244.8

VM.DenseIO2.24 24 320 NVMe SSD 25.6TB
(6.4TB x 4) + BV 24.6Gbps ¥367.2

AMD EPYC 
7551 
(Naples)

2.0 VM.Standard.E2.1.micro 0.125 1 Block Volume 480Mbps 2ノード
まで無料

Oracle Cloud Infrastructure
仮想マシン インスタンス 価格表
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CPU クロック
(GHz) Shape OCPU

(物理コア数)
メモリ(GiB) Local Disks 時間単価

Intel Xeon 
Platinum
8167M 
(Skylake)

2.0
DVH.Standard2.52 合計48 合計640 Block Volume ¥397.8

DVH.DenseIO2.52 合計48 合計640
Block Volume + 
Local NVMe SSD ¥795.6

AMD 
EPYC 7742 
(Rome)

2.25 DVH.Standard.E3.128 合計121 Block Volume ¥752.64

Oracle Cloud Infrastructure 
専⽤仮想マシンホスト 価格表
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【ご参考】コンピュート︓ 対応OS / Oracle提供イメージ

https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Compute/References/images.htm

*対応Shape: VM(仮想マシン Instance), BM (ベアメタル Instance), GPU (GPU Instance)
* Bring‐Your‐Own Image, Bring‐Your‐Own‐Hypervisorを利用することで上記以外も利用可能

Name Version (対応Shape) 補足

Oracle Linux

8 (VM,BM,GPU)

7.8 (VM,BM,GPU,HPC)

6.10 (VM,BM)

Oracle Linux Premier Supportが利用可能

Oracle Autonomous Linux 7 (VM, BM, GPU) Oracle Linux Premier Supportが利用可能

Ubuntu

20.04 LTS (VM, BM)

18.04 LTS (VM,BM,GPU)

16.04 LTS (VM,BM,GPU)

CentOS
8 (VM,BM,GPU) 
7 (VM,BM)
6 (VM,BM)

Windows Server

2019 (VM,GPU)

2016 (VM,BM,GPU)

2012 R2 (VM,BM,GPU)

Windows OS従量課金 (追加料金が必要)

Compute課金 + Windows OS課金¥11.04 OCPU/Hour

サポートはオラクルが提供
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サービス 価格等

Block Volume (NVMe SSDベース、iSCSIストレージ)
暗号化(AES‐256) :テナント/コンパートメント単位
ボリューム当り50GB～32TB (100GBまで無料)
Compute Instance あたり最大 32Volumes
確保容量課金

[High Performance]
¥7.14GB月

スループット: 600 KB/s/GB、最大480 MB/s
IOPS: 75 IOPS/GB、最大35kIOPS

[Balanced, Boot]
¥5.1GB月

スループット: 480 KB/s/GB、最大480 MB/s
IOPS: 60 IOPS/GB、最大25kIOPS

[Low Cost]
¥3.06GB月

スループット: 240 KB/s/GB、最大480 MB/s
IOPS: 2IOPS/GB、最大3kIOPS

File Storage (NVMe SSDベース、NFSv3サービス)
暗号化(AES‐256): ファイルシステム単位 保存データ量
課金

¥36GB月 サービス当り KB～8EB
アカウント当り 100 File Systems

Object Storage 
バケット単位暗号化(AES‐
256)、保存データ量課金

Standard
容量¥3.06GB月 (10GBまで無料)
リクエスト ¥0.408 /10k リクエスト月 (50k リクエスト/
月無料)

Infrequent 容量 ¥1.2GB月、読み出し ¥1.2GB月 (容量・読み出しとも10GB
まで無料)

Archive (要リストア最大1時
間) ¥0.312GB月 : 1PB年=¥3,743,963  (10GBまで無料)

Oracle Cloud Infrastructure Service 
Storage
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サービス 価格等

Internet経由インバウンド通信データ量 無制限に無料

Internet経由アウトバウンド通信データ量 毎月10TBまで無料、10TB超は¥3/GB月

FastConnect  (SINET等専用ネットワーク接続)
Private Peeringはアウトバウンドも無制限に無料

1Gbps ¥25.5ポート時：(¥223,380/ポート年)

10Gbps ¥153ポート時 : (¥1,340,280/ポート年)

100Gbps ¥1,290ポート時 : (¥11,300,400/ポート年)

ロードバランサ ( Flexible Load Balancer ) LB ¥1.36LB時、10Mbps超帯域¥0.012Mbps時:最大8Gbps

Oracle Cloud Infrastructure Service 
Network 



セキュリティ状況の監視、識別、達成および維持を⽀援する無償サービス
Cloud Guard
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Cloud Guard
セキュリティ状況の監視、識別、達成および維持を⽀援する無償サービス
• 構成とアクティビティを継続的に監視
• さまざまなソースからのデータを分析し、関連付け
• 問題を特定し、セキュリティ上の脅威を検出
• お客様の要件によっては、表⾯化した問題の是正や通知
• 無償で提供

[OCIコンソールメニュー] - [セキュリティ] – [クラウドガード]

ターゲット
監視するリソースの範囲

ディテクター
脅威を識別

レスポンダー
問題の是正や通知



マルチクラウド イベント ドリブンのサーバーレス プラットフォーム
OCI Events & Functions/Notifications/Streaming



[価格]
Events : 無料
Functions ︓

リクエスト: 毎⽉200万回まで無料、以降 ¥24/100万回
実⾏時間: 毎⽉メモリ容量400TB秒まで無料、以降 ¥17/10TB秒

Notifications : 
毎⽉100万HTTP配信/1000E-mail送信まで無料
以降 ¥72/100万HTTP配信、¥2.4/1000 E-mail送信

Streaming : 
データ転送(登録/取得) ¥3/GB、データの保存 ¥0.024/GB時

コストトラッキングタグなどをキーにOCIの各リソースの変化
を検知してサービス起動/停⽌など⾃動制御
Events :  
• クラウド上のリソースの変化を補⾜
• CNCFのCloudEvents準拠

• Azure Event Grid などと相互連動が可能
Functions: 
• OSSのFn Projectをベースとし、Dockerコンテナの可搬性

を備え、ロックイン無し
• 開発者視点のシンプルな開発フロー

• サポート⾔語: Go, Java, Node.js, Python, Ruby
Notifications:
• ⼀つのメッセージ通知で、⼤量の宛先へ通知(Pub/Subモ

デル)
• Email配信およびPageDutyへの通知
Streaming: 
• Pub/Subモデルで⾮同期のデータ通信を⾏い、スパイクのあ

る負荷を処理

マルチクラウド イベント ドリブンのサーバーレス プラットフォーム
EventsでOCIの変更を追跡し、Functions、Notifications、Streamingでアクション
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OCI PaaS
Identity Cloud Service
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こんな課題に役⽴ちます
• Oracle SaaS/PaaSや他社クラウドアプリケーション

のSSOを迅速に⾏いたい
• オンプレミスとクラウド両⽅のIDアクセス管理を⼀元化

したい
• 最新の標準技術(SCIM, OAuth2, OpenID 

Connect, SAML2)により開発⽣産性を⾼めたい
サービス価格(PAYG)

• Oracle Identity Cloud Service - Enterprise 
User

• ¥720 [ユーザー/時間]
• Oracle Identity Cloud Service - Consumer 

User
• ¥3.6 [ユーザー/時間]

サービス概要/特徴
• Oracle Identity Cloud Serviceは、クラウドサー

ビスやオンプレミスアプリケーションに対する認証・認可
の⼀元管理を⾏うIDaaS (Identity as a 
Service) のサービスです。シングルサインオンに加え、
多要素認証やリスクベース認証によるセキュリティ強
化、豊富な標準機能と⾼いカスタマイズ性を提供し
ます

Identity Cloud Service
クラウドネイティブで実装されたIDaaS (ID as a Service)
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OCI PaaS
Analytics Cloud Service
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• サービス概要/特徴
• 【 セルフサービス BI 】

 ドラッグ & ドロップによる直感的な操作性
 40 種類以上の接続データ・ソースとチャート
 データの特性診断（Explain 機能）
 データの準備・加⼯（データ・フロー機能）
 機械学習

• 【 エンタープライズ BI 】
 直感的な概況把握を実現する定形ダッシュボード（KPI）
 レポーティング（定期配信）
 ⾃由分析機能（⾮定型分析・検索）
 Office 連携 & モバイル対応

• サービス価格
• Pay as You Go [OCPU Per Hour]

• Professional: ¥242
• Enterprise: ¥484

• Subscription [Hosted Named User Per Month]
• Professional: ¥2,400 (Metric Minimum: 20)
• Enterprise: ¥120,000 (Metric Minimum: 10)

Oracle Analytics Cloud
業務担当者によるセルフサービス BI からエンタープライズ BI (全社的な BI)までをカバー
した包括的な可視化・分析クラウド サービス
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クレジット/SLA
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単価、
ディスカウント

適⽤条件

引落し・請求

契約更新時
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Oracle Cloud – Universal Credit の 3 つの購⼊モデル

Pay As You Go 
(PAYG)

・ 条件調整不可
・ 定義された終了⽇無し

・ 利⽤分を毎⽉後払い
・ 前払いなし

・ AFに更新可能

Funded Allocation
(FA)

・ 公共機関様・新規 or FA継続限定
・ 最低1年間、利⽤予定年額のソフトコミット
・ 最⼩⾦額無し

・ 利⽤分を毎⽉後払い
・ 前払いなし
・ 超過分もディスカウント後レートで請求
・ コミット額未達のペナルティ無し(ソフトコミット)

・ 契約更新しなかった場合、PAYGに⾃動移⾏
・ FA継続更新可能

・ 年額1,200万円以上⾦額に応じて
ディスカウントあり

・ 定価適⽤
・ ディスカウント無し

Annual Flex
(AF)

・ 最低1年間、年額24万円以上ハードコミット
・ 3年以上⼀括契約の場合ご相談下さい

・ 前払い
・ 超過分はディスカウント後レートで超過⽉末請求
・ 途中増額可能
・ 年額で使い切らなかった残⾦は失効(ハードコミット)

・ 契約更新しなかった場合、PAYGに⾃動移⾏
・ 契約更新した場合、新たなレートが適⽤される

（Back date不可）

・年額1,200万円以上⾦額に応じて
ディスカウントあり
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業界で⼀般的な可⽤性だけでなく、性能/管理機能もSLAを定義
安定した⾼速な基盤を元に、業界初のSLAを提供

可⽤性
(利⽤できるか)

性能
(性能を満たしているか)

管理
(管理操作ができるか)

https://cloud.oracle.com/iaas/sla
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Oracle Cloud Infrastructure - SLA: サービスと対象範囲
Service Data Plane (可用性) Control Plane (管理) Performance (性能) Resolution order

Compute Yes Yes Yes Data Plane followed by Control 
Plane followed by Performance

Block Volume Yes Yes Yes Data Plane followed by Control 
Plane followed by Performance

Object Storage Yes Data Plane

FastConnect Yes Data Plane

DNS Yes Data Plane

Email Yes Data Plane

File Storage Yes Yes Yes Data Plane followed by Control 
Plane

Web Application 
Firewall

Yes Data Plane

Database Yes Yes Data Plane followed by Control 
Plane

Exadata Yes Yes Data Plane followed by Control 
Plane

https://cloud.oracle.com/iaas/sla



Availability SLA Coverage

Management SLA Coverage

Performance SLA Coverage

Oracle Cloud Infrastructure - SLA: 数値抜粋
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Service/Resource Measurement Oracle Credit

Compute
Region unavailability  (Multi Availability Domain)

< 99.99% (>4.38 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Availability Domain unavailability
< 99.95% (>21.56 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Block Volumes Region unavailability
< 99.99% (>4.38 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Database Availability Domain unavailability
< 99.9% (>43.8 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Exadata Availability Domain unavailability
< 99.95% (>21.56 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Service/Resource Measurement Oracle Credit
Compute API error rate

< 99.9% (>43.8 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Block Volumes API error rate
Database API error rate

Service/Resource Measurement Oracle Credit
Block Volumes Disk IOPS 90% of published performance

< 99.9% (>43.8 mins/mo) = 10% Service Credit
< 99% (>7.2 hours/mo) = 25% Service Credit

Network Network performance

https://cloud.oracle.com/iaas/sla
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FISC
GDPR

ISO/IEC 27001, 27017, 27018
SOC 1 Type 2、SOC 2 Type 2

FedRAMP
NISC 政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準

医療機関向け3省3ガイドライン

プライバシーマーク

政府情報システムのためのセキュリティ評価制度(ISMAP)

コンプライアンス認証



30⽇間フリートライアル
• $300(約35,000円)のクレジットを無料取得できま

す
• トライアル期間中は優遇レート(＝IaaS料⾦のみ)

適⽤→多様なサービスをお試しいただけます
• 30⽇間有効、以降も商⽤環境として継続使⽤可

能
• 30以上のPaaS/IaaSが利⽤可能

Always Free: 以下構成を無期限に無料で提供
• 2 x 仮想マシン 1/8ocpu、1GBメモリ
• 2 ｘ Block Storage 合計100GB
• Object Storage

• Standard Tier 10GB
• Infrequent Tier 10GB
• Archive Tier 10GB

• 1 x 10Mbps Load Balancer
• 2 x Autonomous Database: 1ocpu、Storage 

20GB
• Autonomous Data Warehouse or 

Autonomous Transaction Processing を選択
• ⽉あたりOutbound データ転送 10TB
• 監視/通知機能 (詳細は上記URL参照)

クラウド無料ご利⽤枠
Oracle Cloud Free Tier https://www.oracle.com/jp/cloud/free/
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教育者、学⽣、研究者、⼤学起業家の皆様に利⽤⽬
的などに応じてOracle Cloudでご利⽤頂けるクレジットを
提供
• クレジット提供には審査がございます。
• https://www.oracle.com/oracle-for-
research/

お気軽にご相談下さい。

Oracle for Research
研究機関様、教育機関様向けクラウドリソース提供プログラム
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Oracle Cloud Infrastructure 活⽤資料集
• https://oracle-

japan.github.io/ocidocs/
チュートリアル : Oracle Cloud Infrastructure 
を使ってみよう

• https://oracle‐japan.github.io/ocitutorials/
ご利⽤ガイド（使い始めていただく⽅へ）
/Onboarding Session

• https://community.oracle.com/docs/
DOC-1028379

サービス情報
• https://www.oracle.com/jp/cloud/

価格情報
• https://www.oracle.com/jp/cloud/inf

rastructure/price/
マニュアル

• 英語版
• https://docs.cloud.oracle.com/en-

us/iaas/Content/home.htm
• ⽇本語版

• https://docs.oracle.com/cd/E9770
6_01/Content/home.htm

Oracle Cloud Infrastructure: 参考情報
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⽇本オラクル株式会社
クラウド営業統括 公共営業部
松⼭ 慎 ( まつやま まこと )
E-Mail: Makoto.Matsuyama@oracle.com
電話: 080-1289-8315

お気軽にご連絡ください!

【お問い合わせ先】
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